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　ＪＡしまねや松江市社会福祉協議会、松江保健生協、生協
しまねなどで構成する「あったか地域づくり協議会（高橋玲
子代表）」は３月５日、くにびき地区本部の営農総合センター
で「第７回地域ケア連携推進フォーラム」を開催しました。
　同協議会は、「安心して暮らせる地域づくり」の実現に向
け連携して助け合い活動を実践。今回は実践報告と今後の
展開をテーマとしました。
　当日は、関係団体等から約２４０人が参加。構成団体代表
５人による「我が事・丸ごとの地域づくりを目指した多主体
連携のあり方」をテーマにしたトップ討論を実施。同地区本
部の田中鈴夫副本部長は「地域密着型のＪＡ事業を通じ集
落の維持・若者の定住化等をすすめたい」と語りました。
　また、子どもの貧困問題について、ＮＰＯ法人フードバン
ク山梨の米山けい子理事長が「見えない子どもの貧困～私
たちにできることは～」をテーマに特別講演。「一人ひとり
が一歩を踏み出し、島根で拡がっていくことを願う」と語り、
食品を企業などから寄贈してもらい、必要としている施設や
団体・困窮世帯に無償で
提供する活動を紹介しま
した。また、利用者から
届けられたお礼の声も紹
介され、地域で支え合う
体制づくりの必要性を伝
えました。

　隠岐地区本部は３月２２日、隠岐の島
町立西郷中学校へ夜光反射材を寄贈しました。この反射材
は、新１年生が交通ラッシュ時や部活動等で夕暮れ時に下校
する際、大きな危険と隣り合わせとなる可能性があることか
ら、ＪＡグループの交通安全の取り組みとして毎年寄贈して
います。
　金阪知保副本部長が「生徒の登下校時の交通事故防止に
役立ててください」と趣意書と目録を手渡しました。同中学
校の常角敏校長は「毎年寄贈いただきありがとうございま
す。是非役立たせていただきます」と話しました。

　雲南市三刀屋町にある雲南市農業振興センター施設長の
田中隆行さんが梅の挿し芽接ぎに成功し、綺麗な花を咲か
せました。
　三刀屋の梅は元々多くの組合員さんによって数十haの栽
培がされてきましたが、年々梅の栽培面積と生産量の減少
が続いているため、その対策として同センターが挿し芽接ぎ
を試験的に実施しました。
　田中さんは「三刀屋の梅を守るために受粉率を上げる新
しい試みの技術で補っていく必要がある」と語りました。
　そこで、価格が高い「南高」や「鴬宿」に風媒花として
小梅の枝を挿し芽接ぎし、開花させることでミツバチが活動
しにくい気温の地域でも受粉率の向上を目指しました。
　昨年9月20日に挿し芽接ぎを行い、受粉用枝の開花を実
証したことから本
年より本格的に挿
し芽接ぎを行い、
安定した生産量の
確保、生産者の所
得向上に繋げたい
考えです。
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みんなで安心して暮らせる地域づくりをめざして
第７回地域ケア連携推進フォーラム開催

交通安全夜光反射材を寄贈

見事に開花！
小梅の枝の挿し芽接ぎ

　やすぎ苺部会と安来農林振興協議会は
３月４日、５日の両日、「やすぎのいちご祭り2017」を 安
来市中海町にある道の駅あらエッサで開催し、訪れた多くの
人に安来のイチゴをＰＲしました。
　同部会が生産するイチゴは完熟まで待って収穫するため、
糖度が高いのが特徴。イベントではそのおいしさを生産者
自ら消費者に伝えるため、採れたての『紅ほっぺ』『章姫』『か
おり野』の試食販売を行ない、来場者にそれぞれの品種の
特性や、おいしいイチゴの見分け方などを説明しました。
　他にも、イチゴの果実やペーストを使用した40種類以上
の和洋菓子の試食販売や、イチゴがプレゼントされるジャン
ケン大会などでイベントを盛り上げました。
　やすぎ苺部会の遠藤孝部会長は「新規就農者も増えてき
たので、今後
さらに産地を
盛り上げてい
きたい」と意
気込みを話し
ました。

やすぎ
いちご祭り2017開催

挿し芽接ぎが成功したことを喜ぶ施設長田中さん

常角校長（左）に趣意書と目録を渡す金阪副本部長
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http://www.facebook.com/unnanja
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